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筑波大学技術職員の配属部局
全学的な技術部がないため
それぞれの部局に配属
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• 研究基盤総合センター技術室に配属
≫主にオープンファシリティー推進機構・オープンファシリティー推進支援室の業務に従事

2021年度：コアファシリティ構築支援プログラムに採択
研究基盤総合センター内に設置されていたオープンファシリティー推進室が全学的統括組織として位置付ける目的で2022年3月24日に
「オープンファシリティー推進機構」に改組

担当部署の紹介

https://openfacility.sec.tsukuba.ac.jp/
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担当業務の紹介

１⃣ オープンファシリティー運営に伴う全般業務
２⃣ オープンファシリティー統計データ処理、報告資料作成
３⃣ 共用機器調査（設備マスタープラン等）、共用化推進業務
４⃣ イベント対応（共同利用説明会、オープンファシリティーウィーク、講習会、セミナー等）、パンフレット・ポスター作成
５⃣ プロジェクト支援（コアファシリティ構築支援プログラムの運営・管理、マテリアル先端リサーチインフラ事業の運営サポート）
６⃣ 学内外関係機関との連携活動

１．研究機器共用化運営業務全般

１⃣ 共用システム運用管理・・・共同利用機器211台、委託利用業務76業務
（共用システム登録/編集作業、申請・承認の管理者対応チェック、ローカルアカウント設定、利用データ入力、
有効期限情報更新作業、データバックアップ、マニュアル整備、システム改修検討/対応 等）

２⃣ HP編集、メーリングリスト管理

２．システム管理業務

３ ． 利 用 者 対 応
１⃣ 学内者・学外者からの利用相談対応
２⃣ 学内者ローカルアカウント発行手続き
３⃣ 学外利用申請受付管理、受入審査対応、学外者システムアカウント発行手続き

１⃣ 予算管理、予算執行事務業務
２⃣ オープンファシリティー新規登録/変更手続き（規則改正、利用負担金単価算出準備等）
３⃣ 利用料金集計、請求処理業務
４⃣ テクニカルエキスパート（TE）任用手続き関連業務
５⃣ 輸出管理手続き関連業務

４ ． 事 務 業 務
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研究機器共用システムの運営業務

共用機器の登録
筑波大学
研究組織

学外機関
企業・他大学・研究機関

機器利用者

筑波大学
教育組織

Open Facility 
System

共用機器の利用

オープンファシリティー
登録部局30グループ

研究基盤総合センター 分析部門
研究基盤総合センター 工作部門
研究基盤総合センター 低温部門
研究基盤総合センター 加速器部門
生命環境系 電顕室
生命環境系 解析グループ
医学医療系 医学共通機器室
医学医療系 医学工作室
医学医療系 医学組織標本作製室
医学医療系 医学電子顕微鏡室
医学医療系 スポーツ医学分析部門
医学医療系 医学ゲノミクス部門
医学医療系 医学共通機器MS部門
医学医療系 共通FACS室
数理物質系（微細加工プラットフォーム）
数理物質系（ナノサイエンス）
数理物質系（ナノ計測）
数理物質系（ナノグリーン）
数理物質系（B棟共通NMR）
数理物質系（パワエレ共用）
数理物質系（構造解析）
数理物質系（薄膜特性解析）
数理物質系（ナノケミストリー）
数理物質系（紫外可視分光光度計）
芸術系
山岳科学センター 菅平高原実験所
TARAセンター
イノベイティブ計測技術開発研究センター
生命科学動物資源センターPhenome Lab
地中海・北アフリカ研究センター 約2,000名

 共同利用
ユーザー自身が機器を操作

 委託利用
スタッフが機器を操作

オープンファシリティー
利用形態

WEBシステムで
申請・申込可能！

2022.1現在
共同利用機器
211台

委託利用業務
76業務

執行部

オープンファシリティー推進機構
研究機器共用の統括

戦略的コアファシリティマネジメント
オープンファシリティー

推進委員会
オープンファシリティー

推進支援室

１．研究機器共用化運営業務 １⃣⃣ オープンファシリティー運営に伴う全般業務
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学外登録者数96名
（2020年度年間登録者数65名）

学内登録者数2,099名
理系教員・学生の33.3％が登録

(登録者数2,099名/理系教員・学生6,627名)

20.7%

19.2%

7.6%
7.6%

7.1%

6.7%

3.5%
2.6%
2.5%
2.5%
2.1%

2.0% 1.8%
1.7% 1.3%

1.2%

9.9%

2021年度学内利用者所属別登録状況（2022年3月末現在）
理工情報生命学術院
医学医療系
数理物質系
生命環境系
人間総合科学学術院
人間総合科学研究科
理工学群応用理工学類
医学医療エリア支援室
附属病院
生命環境科学研究科
数理物質科学研究科
システム情報系
国際統合睡眠医科学研究機構
グローバル教育院
理工学群化学類
体育系
その他

27.1%

13.5%

13.5%

11.5%

11.5%

6.3%

3.1%

3.1%

3.1%
2.1%

2.1% 1.0% 1.0%
1.0%

2021年度学外利用者所属別登録状況（2022年3月末現在）

他大学
化学メーカー
研究機関
化学研究開発
医療関連技術サービス
電気機器メーカー
分析技術サービス
電子部品メーカー
食品加工メーカー
食品素材メーカー
電子機器サービス
建築材料メーカー
自動車部品メーカー
食品メーカー

オープンファシリティーシステムの利用者所属別登録状況

１．研究機器共用化運営業務 ２⃣ オープンファシリティー統計データ処理の例（利用者所属別登録状況）
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１．研究機器共用化運営業務 ２⃣ オープンファシリティー統計データ処理の例（年度別利用状況）
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✓リモート化・スマート化による機器利用体制整備
R2年度第2次補正、第3次補正の先端研究設備整備補助事業（研究活動再開等のための研究設備の遠隔化・自動化による環境整備）に
採択され、共用機器計11台のリモート化・スマート化を推進した。

実験室
滞在時間激減

▼
研究時間創出

感染対策下で場所と時間の縛りで…研究活動が進みません‼

相談 講習 測定 解析

〇オンライン ×対面 ×対面/長時間測定 ×対面/長時間解
析

Before After

相談 講習 測定 解析

〇オンライン 〇オンライン〇委託/短時間測定〇オンライ
ン

茨城県 ▶緊急事態宣言(5/14に解除),茨城県内全域外出自粛要請(1/8~)
つくば市▶感染拡大市町村に指定

他県との行き来が多く、本年度は長期間の移動自粛要請期間が発生
（平時は、つくばエクスプレスだけでも一日約35,000人が往来）

筑波大学▶埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県から通学する学生も多い
▶春学期は原則オンライン授業・学生の入構制限が長期に及んだ
▶3密を避けて感染対策下で利用可能な機器を開放
▶スタッフによる委託分析対応を推進

受入状況

遠隔化▶主要共用機器利用者970名以上が遠隔利用で解析作業可能
▶スタッフによるオンライン講習、オンライン技術支援等が可能

自動化▶主要共用機器利用者1,200名以上の実験室滞在時間約7割削減！
ニーズの多い委託分析を2倍速で対応可能！研究時間を創出

高精度化▶簡単操作で安定的に高精度データを取得可能！論文創出数2倍
支 援▶若手研究者約250名、学生約760名等の研究活動を支援
他機関▶他大学や企業等への学外利用を再開！幅広い研究力強化に寄与
コスト▶利用負担金収入増加による機器のランニングコスト確保

密閉空間 (装置特性上、換気困難)
密集場所 (講習や複数人利用時）
密接場面 (講習・技術支援時)

利用者多数で講習時に密集

3密回避
利用制限

物理的限界 (長時間利用待ち)
人的限界 (専門性/手動設定で時間ロス）
質的限界 (高精度データの安定取得難航)

別の場所から！

処理速度倍増！

簡単操作・縮小体制対応！

高精度データ安定取得！

ライフサイエンス
リアルタイムPCR,
蛍光顕微鏡等, 

DNAシーケンサー
ナノテク
半導体

FIB-SEM,
小型ECR等

汎用分析
アミノ酸分析,
ESI,SPM等

遠隔化

自動化

＜主要共用機器＞

遠隔化・自動化で時間ロスがなくなり、研究活動が加速します‼

新型コロナウイルスによる影響（地域性） 遠隔化・自動化による効果

専門性・手動設定
長時間測定での時間ロス

１．研究機器共用化運営業務 ３⃣ 共用機器調査、共用化推進業務の例
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2021年6月3日 「第9回筑波大学オープンファシリティー研究機器共同利用説明会」をオンライン開催（学内外126名参加）
2021年10月11日～15日 「筑波大学オープンファシリティーウィーク2021」をオンライン開催（学内外140名以上参加）

2022年1月21日 高エネルギー加速器研究機構主催 KEK技術職員シンポジウム
「コアファシリティ事業の概要及び技術職員に期待されること」について本学の取組を紹介

2022年1月26日
文部科学省主催 令和3年度先端研究基盤共用促進事業シンポジウム
「コアファシリティ構築支援プログラムの成果紹介」
テーマ２研究設備・機器のコアファシリティ化の浸透方策・インセンティブ設計について本学の取組を紹介

2022年6月7日 「第10回筑波大学オープンファシリティー研究機器共同利用説明会」をオンライン開催

１．研究機器共用化運営業務 ４⃣ イベント対応の例

オープンファシリティー推進支援室で企画・協力して実施しているイベントの例

・全学向け講習会・セミナー（オンライン形式）≫全15回
・全学向け講習会（対面形式）≫全12回
・個別講習会（オンライン形式）≫全18台
・個別講習会（対面形式）≫各機器随時実施
◎その他：技術職員及び学生テクニカルエキスパート（計22名）、メーカー協力による講習会・機器操作支援を多数実施

 講習会・セミナー関係（2021年度実績）

 イベント関係（2021年度主な対応実績＋直近の例）

登録部局が主体的に対応、OFは広報支援やTE支援を実施
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１．研究機器共用化運営業務 ５⃣ プロジェクト支援の例、６⃣ 学内外関係機関との連携活動の例

５⃣ プロジェクト支援の例
 外部資金プロジェクト関係
・コアファシリティ構築支援プログラム事業を実施中（2021年度～2025年度 5年事業 4,500万円/年）
研究担当副学長の指揮の下、研究企画課とオープンファシリティー推進機構が中心となって、事業を推進している。
【参考URL：https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00132.html 】

 関連事業との連携
・共創の場(「つくば型デジタルバイオエコノミー社会形成の国際拠点」(代表機関：筑波大学))との連携
・マテリアル先端リサーチインフラ事業（R2年度第3次補正（繰越申請）、R3年度～10年事業）との連携

 学内登録部局へのインセンティブ（2021年度の例）
2021年10月にオープンファシリティー登録部局向けに研究機器機能強化案件の募集を実施
利用実績を基に経過年数、利用件数、利用時間数、他部局利用、学外利用数の情報を提供し、関係教員が選考の上、設備更新機器及び
修理や整備、維持費を支援

・設備更新２台（フロア型超遠心機、動物用生化学自動分析装置） ≫大学運営費から約1,100万円支援
・機器の維持管理に必要な修理費、消耗品等を登録部局 約20グループに支援 ≫外部資金＋大学運営費から約5,800万円支援

 技術研究会関係
・2022年3月10日に開催された技術研究会・総合技術研究会運営協議会で2024年開催予定の総合技術研究会を本学で開催することが決定
◎コアファシリティ構築支援プログラムの事業でもサポート予定

６⃣ 学内外関係機関との連携活動の例

https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00132.html


University of Tsukuba

共同利用機器予約システムの仕様作成・検証・導入（機器検索、共同利用予約機能 等（日本語・英語））
≫ 運用管理（約10年）

２．システム管理業務 １⃣ 共用システム運用管理の例
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委託利用管理システムの仕様作成・検証・導入 （委託検索、委託申込管理機能 等）
≫ 運用管理（約9年）

２．システム管理業務 １⃣ 共用システム運用管理の例
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３．利用者対応 １⃣ 学内者・学外者からの利用相談対応の例

①利用相談
（各機器・初回利用時）

▼
②利用者登録/利用申請

（各機器年度単位で受付）
▼

③利用申請受入判定
▼

④講習対応
▼

⑤利用申請結果通知
▼

⑥機器の利用
（WEBシステムから予約申込）

▼
⑦利用負担金の納付

共同利用のフロー

①利用者登録
（初回のみ）

▼
②利用相談

（各機器・初回利用時）
▼

③利用申請/グループ申請(Web)
※利用責任者（支払者）が申請

（各機器/各グループ初回のみ）
▼

④機器の利用
（利用者自身によるWEB予約）

▼
⑤利用負担金の納付

学内者 学外者
①利用相談

（各業務申込前）
▼

②利用申込
（必要書類提出）

▼
③利用申込受入判定

▼
④利用申込結果通知

▼
⑤受注確定分の委託対応

▼
⑥納品

委託利用のフロー

①利用者登録
（初回のみ）

▼
②申込書様式/申込番号取得(Web)

▼
③申込書記入

▼
④利用相談

（申込書/試料等の提出）
▼

⑤受注確定分の委託対応
▼

⑥納品

学内者 学外者

共同利用 ≫ 機器講習受講後に利用者が自ら機器を操作
委託利用 ≫ 職員が機器を操作

利用形態
システムの利用方法やアカウント発行・利用
手続き、研究機器の利用相談等、さまざまな
問合せ対応を行っております

【お問合せ窓口】
筑波大学オープンファシリティー推進機構・オープンファシリティー推進支援室
of-staff@openfacility.sec.tsukuba.ac.jp
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